
全自動型圧密試験機マニュアル(試験機編) 

 

1. 圧密試験機 

写真-1のように#1～#5の試験機が設置されている. 

 

写真-1 圧密試験装置（全自動型・恒温室内） 

 

 

2. 制御装置 

写真-2 が制御装置（PC）である.この制御装置を使

用することで圧密試験を全自動で載荷および計測を

することが出来る. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-2 PCとモニター 

 

 

3. 圧密試験機の操作手順 

①PC の電源を入れ写真-3 に示してあるようにデ

ククトップ上に存在する赤丸で示しているファイ

ルを選択する.(圧密試験機管理用) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-3 PC 起動画面 

 

②ファイルを選択すると写真-4の画面になる. 

試験機ナンバー1, 2, 3, 5の「センサー」部分は黄色に

なっているが、これは未設定の状態を表している.  

ナンバー4（センサー004）は赤色になっているがこれ

は圧密試験が終了していることを表している. 

なお、試験機ナンバーとセンサー番号は同じである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-4 圧密試験機管理用メイン画面 

 

③メイン画面から写真-5のように「選択」タブを押し,

「設定」を選択すると、写真-6の画面となる. 

 

 

 

 

 

写真-5 メニューから設定を選ぶ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-6 「設定」の画面 

 

④写真-7のように実験を実施する試験機（01号機）を

選択し,「次へ」を押すと写真-7 のような画面になる.

この画面で調査件名, 資料番号（深さ）, 試験者, 試験

年月日, 現場名, 試験 No, 供試体の直径および高さ, 

（供試体+リング）質量等を入力することができる. ま

た右側の表では載荷ステップの設定を 載荷[kN/m2], 

時間[H]を入力して「完了」ボタンを押す. 

 

 

 

 

 

 

 

写真-7 設定画面 

 

⑤「完了」を押すと写真-8 のようにセンサー001（試

験機ナンバー1）の表示が黄色から青色に変わる. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-8 設定完了した状態 

⑥以上の動作を実施したい試験機すべてにおいて実

施する.(写真-9) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-9 設定された状態 

（センサー番号が黄色から青色に変化） 

 

⑦試験機の設定完了後に、メイン画面から写真-10 に

示すとおり「開始」を選択する. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-10 メイン画面から試験開始へ 

 

⑧「開始」を押すと写真-11のような画面になる. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-11 実験開始の画面 



⑨実験を開始したい試験機を選択し「開始」→「確認」

→「開始」→「確認」の手順で操作し実験を開始する.

きちんと圧密実験が開始されているかを確認後「終了」

ボタンを押す.(写真-12) 

スタート方式は「単体スタート」および「グループス

タート」から選ぶことができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-12 実験開始の画面 

 

⑩試験機が正常に作動する（1, 2, 3, 5）と、写真-13の

ように青色から緑色に変わる.ステップ, 載荷圧力, 計

測時間は設定画面で設定した値となっている. 経過時

間, 絶対圧密量, 相対圧密量は試験開始からの値を示

している. 荷重値は載荷している荷重（軸力）を表示

している. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-13 試験開始後のメイン画面 

 

⑪圧密終了後,試験機 4 のように緑色から赤色になっ

たら写真-14の「解体」を選択し、試験を終了させる.

なお、その後は供試体をリングから蒸発皿に取り出し、

炉乾燥をさせ乾燥質量を計測する. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-14 試験終了から装置解体へ 

 

 

以上で圧密試験機の操作マニュアルを終了する. 

 

次はデータ整理編→ 

 


